
1 本校に入学して良かったと思う。

「1：よくあてはまる」「2：ややあてはまる」「3：あまりあてはまらない」　　　「4：まったくあてはまらない」

10 10 10 10

2 本校の生徒は、生き生きとしている。

3 高校生活は楽しい。 子どもは、高校生活を楽しく過ごしている。

本校の生徒は、本校に入学して良かったと
思っている。

本校は雰囲気が良く、生徒が生き生きして
いる。

本校は雰囲気が良く、子供たちが生き生き
している。

本校の生徒は、学校生活を楽しく過ごして

平成30年度　熊本市立千原台高等学校　学校評価

生  徒 保 護 者 職  員

★「入学して良かったと思う」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：81% 保護者：93%  職員:95%　　②経年比較　生徒：昨年並　保護者：+4P　職員：+3P

③分析　昨年同様19%の生徒（クラスに７～８人）が不満感を持つ。個別の対応が必要である。

生  徒 保 護 者 職  員

子どもを千原台高校に入学させて良かった
と思う。

直近3年間の結果をみると、生徒、保護者、職員とも大きな変化はない。「よくあてはまる」と「ややあてはまる」の割合も８割を超えており、全体的
には生き生きとした学校生活を送ることができていると推察される。日常的に接する時間が多い生徒と職員の結果は近い傾向にあるが、保護者と生徒の
結果に8.3％の差がある。保護者は楽しく学校に行っていると思っているが、楽しくないと感じている生徒が約50名いる計算になる。

★「高校生活は楽しい」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：86% 保護者：92%  職員:92%　　②経年比較　生徒：+2p　保護者：+2p　職員：-3p

③分析　生徒、保護者共に増加している。生徒の14%に目を向けた指導が必要である。

生  徒 保 護 者 職  員
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本校は、他校と比較して特色ある教育活動
が行われている。

本校は、特色ある教育活動が行なわれてい
る。

本校は、特色ある教育活動をしている。

私は、本校の授業は「分かりやすい」と思
う。

子どもが、本校の授業を理解していると思
う。

本校は、分かりやすい授業を実践している。

★「授業に真剣に取り組んでいる」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：75% 保護者：82%  職員:32%　　②経年比較　生徒：+2p　保護者：+5p　職員：-17p

③分析　生徒、保護者の認識とに大きな差がある。生徒の授業に対する認識の甘さが露呈している。粘り強い全職員の指導が必要である。

保 護 者 職  員

３ヵ年を通しても、生徒は約７割、保護者は約８割５分が本校の教育活動について特色があるという認識を持っている。これは、コースごとの学校行事
への取り組みや特色のある教育課程などが要因だと思われる。部活動や国際交流、販売実習や資格取得など、生徒の中ではコースの特色が意識できてい
ると感じられる。

授業のわかりやすさについては、昨年と一昨年で職員と生徒との間で捉え方に少し差が見られる。この3年間で「分りやすい」と評価してくれた生徒が
約６割６分だが７割以上を目指したい。学校全体で授業改善に向けての研鑽を積んでいるところだが、今後も我々教師自身が研修や教材研究により取り
組む必要がある。保護者の評価も今年度は８割を超えており、職員は期待に応えなければならない。

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒

私は、授業に対して真剣に取り組んでいる。 私の子どもは授業に対して真剣に取り組ん
でいる。

本校の生徒は、授業に対して真剣に取り組
んでいる。
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7 私は、よく自宅で勉強してる。 私の子どもは、家でよく勉強してる。 本校の生徒は、自宅でよく勉強している。

9

保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

私は、自分の進路目標達成に向けて努力し
ている。

子どもは、自分の進路目標達成に向けて努
力している。

本校の生徒は、自分の進路目標に向けて努
力している。

生  徒

学校は、進路目標達成に向けて効果的な指
導を行っている。

本校は、生徒の進路目標達成に向けて情報
を提供し、効果的な指導を行っている。

本年度も、家庭学習の充実を図り平均宅習時間１時間という目標を掲げている。今年度は、生徒は約７割、保護者は約４割が自宅でよく勉強していると
答え、これまでの何倍も評価が高い。しかし、職員は１割にも満たなかった。生徒と職員の家庭学習に対する意識の大きなズレが見てとれる。学力向上
に向けても家庭学習の習慣をつけさせたい。

保護者・生徒・職員の評価はそれぞれ若干上がってきている。チューター制度の導入や課外の科目別受講、進路の手引き作成などは２年目に入り、少し
ずつ改良を重ねながら実施してきた結果だと思われる。来年度は小論文研修や面接指導研修などの職員研修の場を設け、より的確な進路に関する情報提
供ができるよう心掛けたい。また、今年度から進路の手引きを使用した進路ＬＨＲを実施しているが、その活用を更に進めていきたい。

★「進路目標達成に向けて努力している」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：75% 保護者：72%  職員:58%　　②経年比較　生徒：+2p　保護者：+8p　職員：+7p

③分析　生徒、保護者、職員ともに増加している。早い時期からの目標設定のために面談等、個々に応じた丁寧な手立てが必要である。

生  徒 保 護 者 職  員

8
本校は、情報・資料の充実など、進路達成
に向けて努力している。
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11 本校の生活指導は適切である。（生活　→　生徒）本校の生活指導は適切である。（生活　→　生徒）私は、生活指導は適切である。(生活　→　生徒）

12 私は、校内の環境美化に努めている。 本校は、環境美化に努めている。

職  員

私は、本校の生徒は、生活の規律を守って
いる。

子どもは、生活の規律を守っている。 本校の生徒は、生活の規律を守っている。

本校は環境美化に努め、校内をきれいにし
ようとする雰囲気がある。

生  徒 保 護 者

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

30%の生徒が「不満」に思っていても、87%の保護者は「適切」と回答していることで一応の理解を得られていると感じた。ただ、最前線で指導に携わ
る20％の職員が何らかの理由により「適切でない」と回答しているので、共通理解を進めたい。生徒と職員の差はそれぞれの立場と規範意識に対する考
え方や、生徒の成長の過程からのものと推察している。

★「校内の環境美化に努めている」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：66%  保護者：91%  職員:58%　　②経年比較　生徒：-5p　保護者：+2p　職員：+1p

③分析　生徒の掃除に対する意識と取り組み状況の差が大きい。掃除監督者の粘り強い指導が必要。

生徒・保護者は同じ割合で推移しているが、今年度に限らず、生徒・保護者と職員間の差が大きい。44%の職員が規律を守っていないと回答し、生徒・
保護者85%が「守っている」と回答している。規範意識に対する世代間の差や感覚の違いといえばそれまでだが、生徒本人が分かっていると思うので
しっかり自分を律して欲しい。一部の生徒を除き、学校での様子は正しく伝わっておらず、生徒目線で都合よく変化して伝わっている可能性も一つの要
因だと思われる。
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14 本校の学校行事は充実している。 本校の学校行事は充実している。 本校の学校行事は充実している。

15

本校の学校行事等は、地域との連携が図ら
れている。

本校の教育活動は地域との連携が図られて
いる。

本校は部活動(体育系･文化系)が充実して
いる。

本校の部活動(体育系･文化系)は充実して
いる。

本校は、部活動(体育系･文化系)が充実し
ている。

生  徒

生  徒 保 護 者 職  員

保 護 者 職  員

本校の学校行事等には、地域の人たちがよ
く顔を出している。

生徒、保護者、職員の意識について、この3年間の比較において大きな変化はない。生徒、保護者、職員とも約８割が「まああてはまる」までの回答に
なっている。日頃から地域との連携について本校の取り組みが評価されていると考えて良い。進学等におけるポートフォリオ評価を考えると、もう少し
生徒の意識を高めていく必要があるのではないか。生徒にとっては直接目にする機会が限られるため、また他校との比較ができにくいためやや低い回答
になっているのかもしれないが。

生徒、保護者、職員の意識について、この3年間の比較において大きな変化はない。約８割が「まああてはまる」までの回答になっているが、生徒につ
いては約６割程度の回答である。生徒にとってはやや物足りない傾向にあるのかもしれない。学校行事として安定した取り組みと評価するか前年度踏襲
と評価するかは、学校行事をとおして生徒をどのように育成したいのかという目的を今一度吟味し行事の立案等を配慮する必要があるかもしれない。た
だしはカリキュラム等の諸事情により実現が困難なものについては生徒への周知徹底を図る必要もある。

★「部活動が充実している」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：83%  保護者：85%  職員:82%　　②経年比較　生徒：+3p　保護者：+7p　職員：-8p

③分析　生徒、保護者の満足度が高く充実していると評価できる。本校に無い部活動においても大会出場をある程度認めているためであろう。

生  徒 保 護 者 職  員
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17.0%

24.3%

21.1%

2.7%

0.0%

28年度

29年度

30年度

40.4%

39.8%

46.0%

36.0%

39.8%

37.0%

16.5%

11.7%

12.5%

7.1%

8.7%

4.5%

28年度

29年度

30年度

35.8%

35.9%

37.5%

42.9%

42.8%

47.9%

18.5%

18.4%

11.6%

2.8%

2.9%

3.0%

28年度

29年度

30年度

34.0%

29.7%

34.2%

36.2%

59.5%

47.4%

25.5%

8.1%

15.8%

4.3%

2.7%

2.6%

28年度

29年度

30年度
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私はボランテｲア活動に積極的に取り組ん
でいる。

本校はボランテｲア活動に積極的に取り組
んでいる。

本校はボランテｲア活動に積極的に取り組
んでいる。

本校の教育環境･設備等は充実している。 本校の教育環境･設備等は充実している。

保 護 者 職  員

本校の教育環境･設備等（教室･パソコン･
体育館など)は充実している。

★「生徒一人一人の人権を大切にしている」「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合
①今年度　生徒：77%  保護者：88%  職員:85%　　②経年比較　生徒：+2p　保護者：+2p　職員：-2p

③分析　経年比較では大きな差はないが、生徒と職員の意識の差が気になる。常に教育的愛情を持って個々に応じた接し方をすることが大切であると感
じる。

生  徒

本校は、生徒一人一人の人権を大切にして
いる。

本校は、子ども達一人一人の人権を大切に
している。

本校は、生徒一人一人の人権を大切にして
いる。

今年度はボランティア部員が94名登録している。城西小での挨拶運動、白羊保育園でのボランティア、島崎サマーフェスティバル実行委員、花園公民館
での子どもフェスティバル実行委員、井芹川クリーン作戦、熊本城マラソン等、毎年多数の生徒が参加して地域との交流を深めている。今年度は青翔苑
の夏祭りや釣耕苑清掃にも参加、また西区を楽しくする高校生サポーターにも１１名が登録し３月１６，１７日の西区フェスタに向けて準備を進めてい
る。「自分ができる時に自分ができることを楽しんでやろう」をモットーに活動を続け、お世話になっている地域の皆様へ少しでも恩返しがしたい。

生徒・保護者で「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答した割合は、生徒85.8%・保護者88.9%に対して、職員が79%と低くなっている。その原因
として、新校舎は設備が整っているのに対し、旧校舎（実習棟）や体育館の傷み等が挙げられるのではないか。順次、可能な限り、修理をお願いした
い。

生  徒

生  徒 保 護 者 職  員

保 護 者 職  員

20.1%

21.5%

20.6%

30.3%

29.5%

26.4%

30.6%

28.7%

30.5%

19.1%

20.3%

22.5%

28年度

29年度

30年度

33.6%

33.6%

36.4%

51.9%

51.8%

53.2%

12.8%

12.8%

9.4%

1.7%

1.8%

0.9%

28年度

29年度

30年度

72.3%

70.3%

68.4%

21.3%

24.3%

26.3%

0.0%

5.4%

2.6%

28年度

29年度

30年度

47.0%

41.4%

43.1%

36.5%

44.8%

42.7%

12.4%

8.2%

9.4%

4.2%

5.5%

4.8%

28年度

29年度

30年度

37.4%

37.4%

38.1%

51.9%

51.9%

50.8%

9.7%

9.6%

9.6%

0.9%

1.1%

1.5%

28年度

29年度

30年度

36.2%

29.7%

15.8%

55.3%

43.2%

63.2%

6.4%

24.3%

18.4%

2.1%

2.7%

2.6%

28年度

29年度

30年度

29.8%

23.3%

25.6%

45.8%

51.5%

50.9%

18.4%

19.3%

17.3%

6.0%

5.9%

6.2%

28年度

29年度

30年度

29.9%

29.5%

29.6%

56.2%

56.0%

58.2%

11.5%

11.9%

8.9%

2.4%

2.5%

3.3%

28年度

29年度

30年度

27.7%

16.2%

26.3%

61.7%

70.3%

57.9%

10.6%

10.8%

15.8%

0.0%

28年度

29年度

30年度
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私は生徒とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを良くとっている。

本校には悩み事などを相談できる雰囲気が
ある。

私は、日ごろから悩み事などを相談されて
いる。

生徒と保護者との意識のズレが少しは見られるが、高い割合で親子間、教師生徒間のコミュニケーションはとれている。生徒にとって、保護者や教師は
自分の気持ちや感情を素直に出せる人（環境）であってほしい。学校生活に悩みが生じたり、進路決定の際には、親子間や教師生徒間で良好な関係が保
たれていれば、さまざまな問題にも解決することができ相互に理解や信頼を得ることができると思う。

「よく・ややあてはまる」の割合が７０％以上あり、相談できる雰囲気はあると感じた。ただ、２～３割の生徒・保護者が相談しづらいと答えており、
一人ひとりの生徒・保護者の思いに寄り添った教育活動を行わなければならないと感じた。

私は、日ごろから先生や保護者と良く話
し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとっている。

本校は、子どもと良く話をしてｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
をとっている。

本校には、子ども達の悩み事などを相談で
きる雰囲気がある。

生  徒 保 護 者 職  員

生  徒 保 護 者 職  員

32.4%

26.3%

33.4%

44.3%

47.0%

46.0%

18.1%

20.8%

16.1%

5.2%

5.9%

4.5%

28年度

29年度

30年度

28.9%

29.0%

32.2%

55.1%

54.8%

55.6%

13.9%

14.1%

10.0%

2.0%

2.2%

2.2%

28年度

29年度

30年度

36.2%

27.0%

23.7%

57.4%

62.2%

60.5%

2.1%

8.1%

15.8%

2.7%

0.0%

28年度

29年度

30年度

36.2%

27.0%

23.7%

57.4%

62.2%

60.5%

2.1%

8.1%

15.8%

2.7%

0.0%

28年度

29年度

30年度

25.4%

27.2%

26.2%

55.0%

57.8%

56.4%

16.7%

13.9%

14.2%

2.9%

1.1%

3.1%

28年度

29年度

30年度

17.0%

18.9%

26.3%

59.6%

56.8%

50.0%

19.1%

24.3%

23.7%

4.3%

0.0%

28年度

29年度

30年度


